
桶川市道の駅整備事業 選定結果及び審査講評 

別添 

その他委員の意見 
 

良かった点 

・全国で複数の施設を運営しているノウハウ、商品開発も多くされてい

るノウハウがあり、施設でもイベント利用の考え方などで工夫が見ら

れた 

・現地からの眺望、石川川との連続性を国施設部分も含めて考えるな

ど、工夫が見られた 

・イベント時に広場と通路を一体利用する計画など、常識に囚われない

検討がされていた点はおもしろい 

・当該事業者の複数の経営体のノウハウが期待できる 

・当該事業者の複数の経営体の相互ネットワークを活用して、充実した

販売商品が期待できる 

・農業センターと生涯学習センターとの高低差を活かした設計となって

おり、各々の施設の行き来が容易であり、お互いの施設の相互利用が

見込まれる 

・圏央道には、パーキングエリアが少なく、ETC2.0 を活かした道の駅

の利用者が呼び込める 

・「桶川らしさ」を良く取り入れていただいた 

・地元の雇用、生産者に対する配慮が見られる 

・他の道の駅を参考に、良く計画ができている 

その他（改善してほしい点、要望したい点等） 

・他の道の駅のノウハウでなく、桶川市独自の個性を発掘してほしい 

・農産物の供給が少ないことを認識しているとのことですが、種類と量

は不可欠だと思います。供給を促す工夫をし、もう少し積極的に取り

組んでください 

・市民の意見を反映できる仕組みが欲しい（提案→検討→反映可否の回

答）これを定期的にオープンしていただきたい 

・施設整備については、桶川市、道路管理者である国と協議を行い、国

との一体性に図るための提案の具体化を、早急に行ってもらいたい 

・桶川市らしさを生かしながら、道路ネットワークを活用した他の施設

との積極的な連携など、ワンオブゼムにならない工夫をしてほしい 

・イベント時に構内通路を通行止めとするのはよいが、駐車場間の誘導、

満車の案内、警備員の配置などに考慮してほしい 

・15年目の施設点検、修繕が確実に行われ、良好な状態で桶川市に施設

が引き継がれるようにしてほしい 

・次期事業の展開などを検討するに当たって自治体が必要とする資料の

提出など引継ぎの体制を整え協力してほしい 

 

 



・感染症拡大予防の観点も含めて、フードコートやイベント会場の利用

者、イベントやドッグランの屋外利用者が手を洗える施設の設置を検

討してほしい 

・飲食の開発商品が集客に繋がる、イベント等との相乗効果が生まれる

取り組みの提案が少なかったので、積極的な取り組みを行ってほしい 

・開業準備の情報発信を他の道の駅や市外も対象に広く行ってほしい 

・隣接する生涯学習センターにも展示されている土偶や遺跡なども観光

資源として活用してほしい 

・スポーツ自転車駐車場と身障者用駐車場利用者の動線の交錯等につい

て工夫してほしい 

・「べに花みやり」からの眺望は本施設のウリになる可能性が高いので、

十分なスペースの確保をお願いしたい 

・エレベーター棟が眺望を阻害しているので、後方にセットバックさせ

るなど、修正を検討していただきたい 

・国道に面した桜並木の植栽帯は花見スペースとして開放する他、屋外

イベント時のゾーニングと交通計画を充実していただきたい 

・加納地区からは、国道 17 号線、中山道、線路を超えて来なければな

らず、往復の交通費を使ってまで行きたくなるような魅力がないの

で、ここならではの魅力的な常設の店舗が欲しい。農産物だけであれ

ば、近くのスーパーでも地元農家の新鮮な商品を扱っている 

・海なし県でありながらも圏央道を活かし、海産物も取り扱ってもらい

たい 

・桶川のみならず、北本・上尾・川島・吉見等の人々にも「参加・協力」

できる体制を 

・十分に「防災」の観点を取り入れてほしい 

・ETC2.0の検討を 

 

 

 


